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今
月
の
納
税
メ
モ

国
民
健
康
保
険
料
　
十
一
月
分

納
期
限

十
一
月
三
十
日
ま
で
。

市
の
財
政
状
況
を
公
表

こ
と
し
の
九
月
末
現
在
の
各
会
計
の
歳
入
、
歳
出
予
算
の

執
行
状
況
、
市
債
お
よ
び
市
所
有
財
産
の
状
況
は
、
そ
れ
ぞ

れ
表
の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
の
予
算
額
は
五
億
五

、
二
三
六
万
一
千
円
で
、
昨
年
度

の
同
期
に
く
ら
べ
五
、
七
七
五
万

七
千
円
の
増
。

こ
の
増
額
の
お
も
な
も
の
は
、

建
設
事
業
費
二
、
〇
〇
九
万
八
千

円
、
給
与
改
訂
等
に
よ
る
人
件
費

一
、
七
一
〇
万
六
千
円
、
生
活
保

護
費
の
保
護
基
準
の
引
上
げ
な
ど

に
よ
る
一
、
三
九
二
万
六
千
円
な

ど
。歳

出
内
容
の
割
合
は
、
建
設
事

業
賞
が
三
六
ハ
ー
セ
ン
ト
で
第
一

位
、
つ
ぎ
に
人
件
費
二
七
パ
ー
セ

ン
ト
、
扶
助
費
・
補
助
費
等
が
一

八
パ
ー
セ
ン
ト
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

つ
ぎ
に
、
お
も
な
事
業
を
み
ま

す
と「

民
生
関
係
」

渋
木
児
童
館
建
設
　
四
二
二
万
五

千
円
。

【
衛
生
関
係
】

し
尿
処
理
施
設

・
俵
山
ゴ
ミ
収

集
車
・
通
し
尿

収
集
車
の
購
入

計
　
五
〇
三
方

四
千
円
。

【
労
働
費
関
係
】

江
の
川
改
修
、

市
道
補
修
と
舗

装
・
県
道
青
海
島
線
改
良
な
ど
の

失
業
対
策
事
業
費

計
一
、
七
七
五
万
七
千
円

「
農
林
水
産
関
係
」

農
業
構
造
改
善
事
業
、
農
道
水
路

改
良
、
干
害
応
急
対
策
補
助
、
大

河
内
林
迫
、
牛
地
林
道
開
設
、
未

点
灯
農
山
村
電
気
導
入
、
市
有
林

造
林
、
仙
崎
、
通
、
湊
各
漁
港
修

築
改
良
、
海
岸
保
全
事
業
、
投
石

、
沈
船
、
魚
礁
設
置
な
ど
で
、
あ

わ
せ
て
七
、
二
一
六
万
九
千
円
。

【
観
光
関
係
】

青
海
島
の
施
設
整
備
、
新
町
通
り

街
路
灯
補
助
、
青
海
湖
公
衆
便
所

の
建
設
な
ど
で
あ
わ
せ
て

二
九
九
万
二
千
円
。

「
土
木
関
係
」

青
海
線
は
か
一
四
線
の
市
道
（
橋

）
改
良
、
県
道
各
路
線
、
河
川
、

港
湾
の
整
備
に
対
す
る
負
担
金
、

仙
崎
駅
前
広
場
の
拡
張
、
住
宅
建

設
用
地
購
入
な
ど
。

四
、
六
七
五
万
七
千
円

【
消
防
関
係
】

自
動
車
ポ
ン
プ
二
台
（
湯
本
、
南

町
）
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
三
台
（
渋

木
、
真
木
、
大
泊
）
の
購
入
。

防
災
行
政
無
線
の
設

置
な
ど
。

六
二
八
万
七
千
円
。

「
教
育
関
係
」

通
小
学
校
通
学
道
路

の
改
良
、
仙
崎
中
学

校
敷
地
造
成
、
仙
崎

公
民
館
改
築
、
ス
ポ

ー
ツ
巡
回
車
の
購
人

な
ど
。二

、
五
六
三
万

九
千
円
。

【
そ
の
他
】

旧
電
々
公
舎
の
土
地

建
物
と
交
換
す
る
も

の
の
公
社
職
員
建
築

六
九
〇
万
円

歳
　
入

市
税
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
が

上
位
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
と
く

ら
べ
る
と
、
市
税
は
住
友
関
係
の

増
（
二
、
九
五
八
万
六
千
円
）
の

ほ
か
、
自
然
増
に
よ
る
も
の
と
あ

わ
せ
で
四
、
九
四
〇
万
一
千
円
の

増
加
Ｏ
　
　
　
　・
　
　
’

（
二
面

に
続
く
）

予 算 現 額 と 収 支 の 状 況
1｡ 一 般 会 計 昭 和41,  9 , 30現 在 （金 額 単 位 千 円 ）

歳　 入
予算現額 収入済額款　　　　別

市　　　税　187, 918　34, 0　　101, 698　　54, 1
臨時地方特例交付金2, 323　　0, 4　　　2, 321　　99, 9
地 方 交 付 税　83, 711　15, 2　　69, 256　82, 7
分担金及び負担金　9, 541　　l , 7　　4, 098　43, 0
使用料及び手数料7, 978　　1, 4　　3, 713　46. 5
日 庫 支 出 金　91, 374　16, 6  . 33, 581　36, 8
県　支　出　金　29, 405　　5, 3　　　1, 761　1　6, 0
財 産 収 入　29, 724　5, 4　　3, 373　11, 3
寄　 附　 金　9. 763　　1, 8　　1, 400　14, 3
繰　　入　　金　　　　１
繰　 越　 金　26, 961　　4, 9　　26, 961　100, 0
諸　 収　 入　8, 337　　1, 5　　5, 234　62, 8
市　　　 債　　65, 200　11, 8　　20, 500　31, 4

合　　　 計　552, 236　100, 0　273, 896　49, 6

歳入歳出差引残
一 時 借 入 金
特別会計へ一時繰出
差　引　現　金　残

款　　　　 別 予 算 現 額　　 支 出 済 額　 ’
金額（ｃ）構成比（％）金額（Ｄ）r ）

む‾（％）
議　　 会　 ．費　13, 679　　2, 5　　6, 506　47, 6

総　　務　　費　S5. 437　　15, 5　37, 864　44, 3

民　生　　費　95, 410　　17, 3　42, 994　45, 1

衛　　 生　　 費　24, 786　　4, 5　　6, 624　26, 8

労　　 働　　 費　18, 930　　3, 4　　8, 533　45, 1
農 林水 産 業 費　　89, 625　　16, 2　　13. 723　　15･, 3

商　　工　　費　　9, 174　　1, 7　　3, G08　39, 3

土　　 木　　 費　62, 901　　11, 4　　9, 594　　15, 3

消　　 防　　 費　12, 056　　2, 2　　3, 555　29, 5

教　 育　 費　84, 906　　15, 4　26, 761 ， 31, 5

災 害 復 旧 費　6, 337　　1, 1　　3, 266　51, 5

公　　債　費　35, 839　　6, 5　15, 874　44, 3

諸　 支　 出　金　12, 356　　2, 2　　3, 770　30, 5
予　　 備　　 費　　　800　　　0, 1

合　　　　　計　552, 236　　100, 0　　182, 672　　33, 1

91, 224 千円
－　4･

3, 250　･夕
87, 974　〃

2｡ 特 別 会 計
会 計 別 歳　　　　 入　　　　　　　　　 歳　　　　 出　　　　 歳 入 歳 出　 一 般 会 計 よ り　差　 引

予 算 現 額　 収 入 済 額　 ％　　 予 算 現 額　 支 出 済 額　　 ％　　 差　　 引　 一 時 繰 入　 現金 残

公共下水道事業　　20, 566　　　559　2, 7　　20, 566　　2, 638　　　12, 8　　△ 2, 079　　2, 650　　　　571
交通船　　〃　　　16, 441　7, 785 47, 4　　16, 441　　6, 315　　　38, 4　　1, 470　　　600　　2, 070
国民健康保険〃　108, 566　52, 768　48, 5　108, 566　31, 720　　　29, 2　　20, 958　　　　　　　20, 958

市　債　の　状　況
昭 和40,  9, 30 現 在（ 単 位 千 円 ）

1｡ 長期債
①　 借 入先 別

区　　　　　　分
大蔵省資金運用部
郵政省簡易保険局
農林漁業金融公庫
そ　　 の　　 他

．計

一 般 会 計　　　 公 共 下 水 道 事 業 会 計　　　 交 通 船 事 業 会 計

211, 630　　　　　　　　　29, 024　　　　　　　　　　9, 798

53, 818　　　　　　　　　　4, 910

26, 000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5, 000

6, 219

297, 66 ？　　　　　　　　　33, 840　　　　　　　　　14, 798

②　目　 的　別
庁 舎 建 設　　66, 634　　　　 市 民 税 減 税 補 七ん60, 898　　 下 水 道 建 設　33, 840
災 害 復旧　　47, 609　　　　 土　　 木　　16, 425　　　　 渡 船 建 造　　14, 798
教　 育　32, 067　　　 住　 宅　8, 724
農 林 水 産　　34, 866　　　　 民　　 生　　3, 854
造　　 林　　26, 000　　 ’ 消　　 防　　　590

2｡ 一時借入金　　な　し

市 有 財 産 の 状 況
1｡公有財産

①　 土 地 及 び 建物
（1） 行 政財 産　　　 土　 地　　　 建　 物

本庁舎

その他の行政機関
公共用財　産

3, 908, 553nt 　4, 323, 000㎡

2, 149, 733　　2, 116, 048

291, 625, 474　52. 900, 648

( 2) 普通財産　　　土　　地　　建物
山 林24, 927, 533, 870 ㎡　　 ㎡
宅 地　　39, 709, 101

' 田　畑　　　7, 023, 060
雑種地　　　23, 972, 951
溜　池　　24, 294, 435
墓　地　　　1, 729, 200

その他の施設　　7, 373, 850　3, 241, 344

③　山　 林
普 通財 産
面　　　　 積　 立 木 の推 定 蓄 積 量

24, 927, 533, 870 。¢1　　49, 965 立 方米
③　動　産

行 政財 産　　　　　　 普 通財 産
船 舶　512( 133, 20 総 ト ン)

船 舶１ 隻( 4, 5 総 ト ン)
浮 棧 僑　　　　　　 １ 個
エ レベ ー タ ー　　　 １ 式
庁 舎 暖 房施 設　　　 １ 式　　　　，
〃　電 気施 設　　　 １式
下 水 道 揚 水 ポ ンプ　 ３台
1･ 電 気送 風 機　　 ２戸

④　物　 権
行 政 財 産　　　　　　 普 通 財 産

地上権8, 424, 870㎡ 地上権3, 206, 460t h'

⑤　 有 価 証 券
電 信電 話 債券　　　615 千 円
割 引 電 信電 話 債 券　235

④　 出 資 に よ る 権 利
山 口 県 信 川 保 証 協 会出 捐　2, 800 千 円
山 口県 漁 業 信 用基 金 協 会 出 捐500
山 口 県 農 業 信 用 基 金 協 会出 捐1, 000
山 口 県 福 祉 基 金 協 会醵 出 金　520
深 川 森 林 組合 出 資　　　　　483
俵 山 森 林 組合 出 資　　　　　765
仙 崎 森 林 組 合 出 資　　　　　22
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菊薫る秋
長
門
市
文
化
祭

は

じ

ま

る

第
十
一
回
長

門
市
文
化
祭

は
、
こ
と
し

も
、
十
一
月

い
っ
ぱ
い
各

行
事
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

・
写
真
・
美
術
展
　
公
民
館
ホ
ワ

イ
エ
（
1
1
日
ー
1
3
日
）

・
春
日
流
小
唄
会
　
公
民
館
大
講

堂
（
1
4
日
1
3
時
ー
1
5
時
）

・
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
　
公
民
館
大

講
堂
（
1
9日
1
3時
か
ら
）

・
部
落
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

深
川
小
ほ
か
（
2
0日
）

・
短
歌
会
　
深
田
農
協
和
室
（
2
0

日
1
0時
か
ら
）

市
長
日
誌

1
0月
1
2日
　
中
国
、
四
国
地
方
自

水
大
会
（
山
口
市
）

1
3
日
　
交
通
安
全
運
動
街
頭

視
察
（
長
門
市
駅
前
）

1
4日
　
文
教
厚
生
委
貝
会

1
5
日
　
女
性
問
題
対
策
委
員

会
2
0日
　
課
長
会
議

仙
崎
終
未
処
理
場
懇
談
会

2
1
日
　
長
門
電
報
電
話
局
一

日
局
長

2
5
日
　
増
殖
講
聴
会
（
仙
崎

）
2
6
日
　
深
川
小
体
育
館
ど
ん

ち
よ
う
開
き
。

仙
中
造
成
地
現
地
調
査
。

3
0
日
　
県
音
楽
教
育
研
究
大

会
（
深
川
小
、
中
）

1
1
月
１
日
　
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
会
文
化
祭
（
湯
本
）

長
門
豊
川
稲
荷
記
念
祭
、

２
日
　
県
食
品
衛
生
大
会
（

湯
本
）

・
謡
曲
大
会
　
公
民
館
和
室
（
2
0

日
1
0時
か
ら
）

・
く
ら
し
の
図
表
展
　
公
民
館
小

講
堂
（
2
5
日
ー
2
9
日
）

・
市
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

公
民
館
大
講
堂
（
2
7
日
1
2

時
3
0分
か
ら
）

・
婦
人
生
汗
科
学
研
究
発
表
大
会

（
公
民
館
大
講
堂
（
2
9
日
）

遺
族
援
護
法

が
一
部
改
正

戦
没
者
、
戦
傷
病
者
等
遺
族
援

護
法
の
一
部
が
次
の
よ
う
に
か
わ

り
ま
し
た
。

該
当
者
は
早
め
に
福
祉
事
務
所

社
会
係
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

・
　
戦
傷
病
者
（
第
五
項
症
以
上

）
の
妻
に
対
し
て
特
別
給
付
金

十
万
円
が
支
給
。

・
　
4
0
年
４
月
１
日
現
在
で
、
公

務
扶
助
料
等
の
年
金
を
受
け
て

い
な
い
遺
族
に
対
し
、
特
別
弔

慰
金
三
万
円
が
支
給
。

・
　
再
婚
解
消
「
死
別
」
の
妻
に

対
し
て
遺
族
年
金
が
支
給
・

（
た
だ
し
同
和
2
1
年
２
月
１
日

か
ら
2
7
年
４
月
2
9
日
の
間
）

・
　
準
軍
属
の
範
囲
拡
大
に
と
も

な
っ
て
満
洲
に
お
け
ろ
動
員
学

生
、
生
徒
（
引
卒
教
職
員
も
含

む
）
が
加
え
ら
れ
た
。

・
　
遺
族
の
範
囲
拡
大
に
よ
り
、

事
実
上
の
父
母
が
遺
族
の
範
囲

に
加
え
ら
れ
た
。

国
民
年
金
相

談
所
を
開
設

国
民
年
金
の
倒
皮
が
で
癶
て
か

ら
七
年
に
な
り
ま
す
。

長
門
市
内
で
も
被
保
険
者
が
七

、
三
〇
〇
人
を
愬
え
、
年
金
を
受

け
て
い
る
人
も
Ｉ
、
三
〇
〇
人
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
の
受
け
方
、
掛
金
の

額
、
支
給
制
限
な
ど
の
疑
問
な
点

に
お
こ
た
え
す
る
た
め
、
国
民
年

金
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

1
1
月
1
4
日
九
時
三
〇
分
ー
十
五
時

通
　
支
所

1
1
月
1
6
日
九
時
ー
十
六
時

仙
崎
　
極
楽
寺

1
1
月
1
7
日
九
時
―
十
六
時

中
央
公
民
館
小
講
堂

1
1月
1
5日
九
時
三
〇
分
ｌ
十
五
時

俵
山
支
所

銃
刀
剣
、火
薬
取
締
法
が

明
年
か
ら
一
部
改
正

郢
豌
な
ど
の
不
法
な
所
持
や
仗

川
を
防
ぐ
た
め
、
銃
砲
刀
剣
類
等

取
締
法
と
火
薬
類
取
締
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
明
年
一
月
か
ら
宛
行

さ
れ
ま
す
。

そ
の
改
正
さ
れ
た
お
も
な
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

猟
銃
等
の
許
可
は

講
　
習
　
で

猟
銃
や
空
気
銃
の
所
持
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
講
習

ぶ
捏
の
作
了
盾
Ｖ
ぺ
け
れ
ば
受
け

ら
に
な
く
べ
つ
だ
。

餃
の
仁
回
べ
口
合
匚

猟
銃
、
空
気
銃
心
の
他
の
銃
砲

の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
人

は
、
柁
川
す
八
八

ツ
ロ

ー
、
安

全
かニ
カ
に二

八
舸
ぐ

よ
う
義
務

づ
け
ら
・い
一
に
ｙ

。

抓
飲
用
火
荼
は
許
町
を

猟
剔
、
け
ん
竺

、
占
氏
恍
砲
ぺ

ど
に
使
用
す
る
火
衣

蝠
・い
一

輸
入
消
費
の
許
可
は
、
公
安
委
員

会
が

お
こ
な
う
こ
と

に
な
る
。

猟
銃
の
許
可
年
令
を

引
　
上
　
げ

猟
犬
口

卜
ｙ
凵
悦
司
‥八
万
穴

十
八
帽
ン
イ
り
昌
口
詞
に
已
①
ソ
‥

れ
た
。

銃
砲
は
用
途
別
に
許
可

猟
銃
、
空
気
銃
そ
の
他
の
銃
砲

の
所
持
の
許
可
は
銃
の
種
類
の
用

途
に
使
用
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

受
け
ら
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
狩
猟
用
途
で
許
可

を
受
け
た
銃
で
標
的
射
撃
に
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

基
準
外
の
銃
は
不
許
可

猟
銃
や
空
気
銃
は
、
口
経
、
銃

身
の
長
さ
な
ど
一
定
の
慕
凖
に
あ

わ
な
い
も
の
は
改
造
し
な
い
と
持

つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

人

事
異

勣
（
　
）
　
内
は
前
職
名

総
務
課
長
　
荒
川
惣
一
（
企
業
課長

）

市
民
課
長
　
見
嶋
達
三
（
福
祉
事務

所

長

）

商

工

観

光

課

長
　

安

藤

正

治

（

仙

崎

支

所

長

）

税

務

課

長
　

中

村

寿

男

（

総

務

課

長

）

企

業

課

岐
　

田

中

光

博

（

税

務

課

長
）
福
祉
事
務
所
長
　
萩
谷
桃

一
（
市

民
課
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
坂
倉
良昌

（

俵

山

支

所

長

）

総

務

課

勤

務
　

兼

選

管

事

務

局

長

公

平

委

員

会

事

務

局

長

富

田
　

博

（

商

工

観

光

課
長
）

通
　
支
所
長
　
安
藤
利
一
　
（
財
政

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）

仙
崎
支
所
長
　
林
智
哲
（
税
務
課

長
補
佐
兼
徴
収
係
長
）

俵
山
支
所
長
　
藤
永
岩
雄
（
俵
山

支
所
）

財
政
課
長
袖
佐
兼
管
財
係
長
　
小

林
　
章
（
農
委
事
務
局

長
心
得
）

〔
教
育
委
員
会
関
係
〕

中
央
公
民
館
長
　
村
田
丈
平
（
通

支
所
長
）

社
会
教
育
課
長
　
河
村
忠
嘉
（
中

央
公
民
館
長
）

以
上
1
0月
2
0日
付

花
作
り
を
楽
し
む
　
（
浅
山
英
一

）

私
の
心
に
残
る
母
の
教
育
　
（
今

東
光
）

そ
の
灯
は
消
え
な
い
　
（
松
尾
ち

よ
子
）

戦
艦
武
蔵
　
（
岩
村
　
昭
）

助
成
の
為
の
話
し
方
教
室
　
（
金

井
良
子
）

東
京
の
旅
　
　
（
松
本
清
張
）

湖
の
琴
　
　
（
水
上
勉
）

図
書
の
あ
っ
ぜ
ん

山
口
県
の
人
口

昭
和
4
0年
田
勢
調
査
の
解
説

で
、
内
容
は
の
人
口
と
面
積

③
男
女
別
、
年
令
、
③
産
業
、

職
業
別
な
ど
。

Ｂ
５
版
七
ニ
ペ
ー
ジ

一
部
　
三
五
○
円

市
町
村
民
所
得
統
計

市
町
村
民
所
得
統
計
か
ら
み

た
地
域
経
済
の
概
要
な
ど

Ｂ
５
版
七
〇
ペ
ー
ジ

一
部
　
三
〇
〇
円

山
口
県
勢
卵
覧
（
六
七
年
版
）

木

害

は

、

執

祐

や

今

謳

、
学

習

に

好

逎

な

統

計

言

で

、

拐

帯

に

便

利

次

小

形

判

、

内

宮

は

土

圸
、
人
口
、
事
業
所
、
農
林
水

産
な
ど
。

Ｂ

Ｇ
白

コ

○

ペ

ー

ジ

匸

い
　

二

〇

ｊ

円

ご
希

望

の

方

べ

十

一
月

二

十

口

ま
で
に
総
務
課
企
画
統
計
係
ま
で

自
衛
官
募
集

‘`
二
心
……いぺ卜一面
上
士

受
付
　
　

七
言
ペ

ベ
回
　
　
毎
週
火
曜
日
、
長
門
保

健
所資

柘
　
　

に
ｈ

才
エ

リ
才
ま
で
の

中
学
卒
業
以
上
の
学
力

を
も
つ
男
子
。

’
　
防
衛
大
学
校
学
生

受
付
　
　
1
1
月
1
5日
ま
で
。

試
験
　
　
一
次
　
1
1
月
2
6
・
2
7
日

二
次
　
１
月
1
0日
・
1
2

日
の
い
ず
れ
か
一
日
。

資
格
　
　
1
8
歳
か
ら
2
1歳
末
満
の

高
校
卒
業
程
度
の
屶
十

自
衛
隊
生
徒

受
付
　
　
1
1
月
1
9日
ま
で

試
じ
　
　
一
次
　
1
2
月
４
日

二
次
　
1
2
月
1
8
日

資
格
　
　
1
5
才
か
ら
1
7
才
禾
満
の

中
学
卒
詣
札
度
の
男
子

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ
。

ま
つ
く
い
む
し
を
駆
除

明
春
多
発
が
予
想

ま
つ
く
い
む
し
は
、
生
育
が
さ

か
ん
で
、
す
い
弱
し
た
立
木
に
繁

殖
す
る
害
虫
で
、
森
林
害
虫
の
中

で
は
最
も
お
そ
ろ
し
い
も
の
。

山
口
県
山
陽
沿
岸
に
は
二
・
三

年
前
か
ら
発
生
し
、
長
門
市
内
で

も
こ
と
し
の
十
月
に
仙
崎
大
泊
地

区
で
ま
つ
く
い
む
し
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
明
春
四
Ｉ
五

月
ご
ろ
に
は
多
発
が
予
想
さ
れ
ま

す
。駆

除
・
防
除
方
法

被
害
を
う
け
た
木
は
、
伐
採
す

る
か
焼
却
・
薬
剤
に
よ
る
防
除
な

ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
早
期
に

実
施
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す

症
　
　
状

ｊ
　
枝
の
「
部
が
枯
死
状
態
と
な

２
　
葉
が
赤
く
な
る
。

こ
ん
な
症
状
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ

農
林
水
産
課
へ
ご
羂
紡
く
迴
さ
い

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会

選

穴
Ｕ
　
μ
）

工
し
Ｊ・
’
ト
ー
匸
上

宍
べ
い‥
に
澎
っ

る
国
べ
ま
り
露
け
了

气
ト

ダ
ダ

ら
ぎ
に
闘
く

正
明
市
　
福
田
初
抜

身
障
の
我
に
は
職
の
閉
さ
れ
て
屓

歴
書
も
か
く
こ
と
な
く
を
し

赤
　
郷
　
吉
崎
松
之
進

汝
が
生
に
も
見
果
て
ぬ
莎
の
宀
る

な
ら
し
狄
牋

は
賈
な
ら
刈
り
ひ

ろ
が
几
ｙ

湯
本
　
岡
藤
谺
峰

螟
世
あ
しヽ
に
亠
も
玄
に
生
ま
ｔ
た

し
と
言
い
し
友
の
掌
レ
ー
ス
緇

み
つ
ぐ

板
　
持
　
井
上
恵
美
子

（
当
季
雑
詠
）

返
り
花
妻
の
座
し
か
と
味
噌
仕
込

む
　
赤
　
郷
　
吉
崎
松
之
進

秋
し
か
と
白
き
シ
ー
ツ
に
日
を
返

す
　
　
渋
木
　
吉
地
ア
ヤ
子

ゆ
る
ゆ
る
と
雲
影
行
き
ね
曼
珠
沙

華
　
　
俵
山
　
中
原
桃
枝

籾
車
の
来
し
道
名
月
隈
な
く
て

渋
木
　
谷
川
美
枝
子

一
面
よ
り
続
き

国
庫
支
出
金
は
一
、
〇
二
三
万

二

千

円

の

増

。

地

方

交

付

税

は

、

市

税

が

増

加

す

る

と

そ

の

七

五

ハ

ー

セ

ン

ト

が

減

額

に

な

る

関

係

か

ら

差

引

き

、

逆
に
一
、
四
二
八
万
九
千
円
の
減

額

。九

月

末

日

現

在

の

予

算

額

に

対

す

る

収

入

支

出

の

割

合

は

、

収

入

四

九

、

六

パ

ー

セ

ン

ト

、

支

出

三

三
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
昨
年
度
と

ほ
ぼ
同
率

ま
た
予
算
執
行
に
と
も
な
う
資

金
繰
り
は
、
引
き
続
い
て
良
好
で

、
一
時
借
入
金
は
全
然
な
く
、
歳

入
金
の
み
に
よ
る
順
調
な
運
営
を

行

な

つ

で

い

ま

す

。

特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、

昨
年
度
に
引
ふ
続
い
て
仙
崎
終
末

処
理
場
の
建
設
を
実
施
し
ま
す
が

、
本
年
度
で
完
成
し
ま
す
。

交
通
船
事
業
会
計
で
は
、

仙
崎
側
桟
橋
の
上
屋
を
建
設
。
．

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で
は

、
こ
と
し
か
ら
新
し
く
育
児
手
当

を
設
け
、
生
後
六
か
月
間
、
毎
月

三
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

部
落
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
と
き
）

1
1
月
2
0
日
午
削
９
時
か
ら

雨
天
の
際
は
2
3
日

（
と
こ
ろ
）

ス
ポ
ー
ツ
遊
園
地
・
深
川
小

グ
ラ
ン
ド
。

（
参
加
申
込
み
）

1
1月
1
7日
午
後
３
時
ま
で
に

体
協
事
務
局
ま
で
。

ジ
フ
テ
リ
ヤ
、百
日

ゼ
キ
追
加
接
種

1
1
月
2
2
日
1
4
時
か
ら
3
0
分
間

中
央
公
民
館
で
。

母
子
手
帳
持
参
、
代
金
無
料

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

1
1月
1
7日

真
木
公
会
堂
前
　
1
0
時
‐
1
1
時

渋
木
一
区
集
会
所
前
　
い
一
時
１

大
畑
小
前
　
1
4に
バ
‘３５
卜

渋
木
集
卵
所
前
　
扣
に
叩

了

1
6時

1
1月
1
8日

小
原
バ
ス
停
　
1
0時
Ｉ
ｎ
時

木
津
集
会
所
前
　
1
1卜
辿
分
Ｉ

田
中
バ
ス
停
前
　
リ
リ
’
1
4時

俵
山
支
所
前
　
1
4
時
扣
分
’
1
5

1
1
月
2
3
日

湯
町
金
光
教
前
　
1
0
吩
‘
口
時

七
重
集
会
所
出
　
1
3時
頒
分
―

下
安
田
宮
城
商
店
前
　
1
4
叶
３

１
　
４
ｊ
ｏ
ｊ

上
政
集
会
所
前
　
1
5
凵
1
0
回
－

・
該
当
者
は
一
般
住
民

料
金
無
料
。
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